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内容の要旨及び審査の結果の要旨
欧米の疫学調査では，残胃癌発生の相対危険度は非切除胃に比べ高い。しかし，胃癌の多い曰本では残胃癌はむし
ろ少ない。この差異については，脂肪摂取量の多寡が一因であると考えられる。そこで，脂肪摂取の多寡が，残胃癌
の発生と進展に及ぼす影響を，実験的に検討した。体重250-3009のWistar系雄性ラットを用い，腺胄の幽門側２
／３を切除，BillrothⅡ法で再建した。術後，脂肪含有量0.5％の特殊飼料を与える低脂肪食（lowfatdiet，ＬＦ）
群（ｎ＝27)，１５％の高脂肪食（highfatdiet,ＨＦ）群（ｎ＝29）の２群に分けた。飼料は自由摂取させ，発癌剤を
投与せずに飼育した。術後50週で犠牲死させ，残胄発癌を観察した。結果は以下の如く要約される。
１．残胄の腫瘍は、群の18.5％（５／27)，ＨＦ群の41.4％（12／29）に認められ，部位は吻合部であった。ＬＦ群の
腫瘍の最大径はHF群に比べ短い傾向が見られた（LF48±2.5,,ＨF8.4±6.3ｍｍ；ｐ＝0.065)。腫瘍は，組織学的に
は癌と腺腫が共存しており，発癌率は，Ⅲ群14.8％（４／27)，ＨＦ群41.4％（12／29）で，ＬＦ群が有意に低率で
あった（p＜0.05)。組織型は粘液腺癌あるいは管状腺癌であった。深達度はHF群でより深部へと浸潤していた。
腺腫の発生はLF14.8％，ＨF37.9％（p＜0.05)，粘膜下過形成性腺管はLF74.1％，ＨF93.1％(p＝0.057）と発生率
にも差が見られた。
２．糞便中の総胆汁酸濃度はLF245±1.49〃ｍCl／９，ＨF3.70±2.31｣(Zmol／９（p＜0.05)，糞便中１曰総胆汁酸量
はLF11.2±6.2ﾉUmol／日，ＨF19.0±16.4ﾉ(Zmol／日（p＜0.05）と，ＬＦ群が有意に低値であった。
３．体重変化，残胄粘膜面のpH，血中の総コレステロール，中性脂肪，遊離コレステロール，リン脂質，および，
総胆汁酸濃度は，ＬＦ群とＨＦ群の間に有意差を認めなかった。
以上より，脂肪摂取量の多寡が，残胃癌の発生率に影響することが示された。本研究結果は，疫学的知見の実験的
な裏付けに留まらず，残胃癌発生のメカニズムおよびその予防を考える上で示唆に富み，外科学及び腫瘍学において
価値ある労作と評価された。
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